
(6) アスファルト合材 
 

新潟県                           記事提供：新潟県アスファルト合材協会 
 

令和 7年度第 4四半期（1～3月）の県内アスファルト合材製造出荷数量は 130,000トンとなり、前年同期を 6,000

トン（4.8％）上回った。地区別では、上越 8,000トン（対前年同期比 20.0％減）、中越 20,000トン（同 5.3％増）、

下越 99,000トン（同 12.5％増）、佐渡 3,000トン（同 57.1％減）であった。下越地区が引き続き県全体を牽引し、

中越地区は持ち直しの動きを見せた一方、上越・佐渡地区は低調で、地域間で需要動向に差が見られる。 

年間累計では、県全体で 973,000トンとなり、前年度を 92,000トン（10.5％）上回った。地区別では、上越 147,000

トン（対前年比 20.5％増）、中越 294,000トン（同 13.5％増）、下越 518,000トン（同 9.8％増）、佐渡 14,000トン

（同 50.0％減）であった。佐渡地区は年間を通じて大きく落ち込み、工場維持水準を下回っており、事業継続や供

給体制の維持に懸念がある。地域の安定的なインフラ整備と産業基盤維持のためには、地域実情に応じた継続的な

需要確保が求められる。 

原材料費・物流費・人件費高騰、脱炭素対応の設備投資負担など、経営環境は依然として厳しい。公共事業等に

安定的に対応していくためには、適正な工事発注の継続、地域の実情に応じた発注の平準化、および資材・物流コ

スト上昇を反映した適切な価格形成が不可欠である。 
 

富山県                           記事提供：富山県アスファルト合材協会 
 

富山県における令和7年度1月～3月期の出荷状況は、県計では6万9千ｔで前年同期と比べ10％の減となった。
地区別でみると東部地区が 3万6千ｔで 16％の減。西部地区が 3万 2千ｔで 2％の減となった。 
富山県全体出荷では 43万 9千ｔで前年比 1％増となった。東部地区おいては前年比 6％減、西部地区前年比 9％

増で復興工事による修繕工事が要因とみられる。 
今後の状況においては中東情勢の影響によりアスファルトや重油が不足いているため逼迫が予想されて、発注者

の動きにも影響の恐れがある。 
 

石川県                           記事提供：石川県アスファルト合材協会 
 

石川県における令和7年度 1月～3月期の出荷状況は、前年同期に比べ加賀地区で前年比 29.1％増、能登地
区で前年比25.7％増、石川県全体では前年比27.8％増と昨年同時期に比べ加賀地区、能登地区共に増、石川県
全体としても出荷量は増加した。 
年間合計では加賀地区が25.8％増、能登地区が12.5％増、石川県全体としては20.7％増となり、今年度は

昨年度に比べ10万トン以上上回る 70万トンを超える出荷量となった。 
この要因は昨年度同様、今年度も能登半島地震により破損、損壊となった道路の復旧工事が昼夜問わず行わ

れているためである。 
主要材料であるアスファルト価格は、相変わらずの不透明感があり、原油価格、為替相場共に不安要素が多

く余談を許さない状況。 
また今年度のアスファルト関連の物件について、昨年同様、能登地区は道路の復旧工事が中心となり供給増

加が予想されるが能登地区の各プラントの稼働率が最大に達しており、一部のプラントでは出荷制限せざるを
えない状況。加賀地区については能登地区の復旧工事次第という面もあり不透明な状況である。 

 
 

アスファルト合材出荷量の推移(1月～3月期) 
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        （注）・上段は前年同期との比較 
          ・集計は、新潟県         富山県         石川県 
                 会員32社のうち32社   会員14社のうち14社  会員18社のうち12工場分 
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アスファルト出荷量の推移（1～3月期） 
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（注）・上段は前年同期との比較 

      ※特殊アスファルト合材等が含まれる全ての合材に対しての量 

      「アスファルト出荷量（千ｔ）＝アスファルト合材量（千ｔ）×3.5％」 
   
 
 


